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研究成果の概要（和文）：本研究は、教授法（高垣）、動機づけ（中西）、協調学習（白水）、評価（田中）、
心理統計（田爪）、理科教育（清水、寺本）及び、研究協力者の小中学校教員による多角的な研究組織を構成
し、協議の基に研究を推進した。本研究では、教育心理学研究を基盤として、「認知的／社会的文脈を統合した
学習環境の理論的枠組み」を検討した上で、科学領域の協同学習に焦点を当てながら、イノベーティブな科学教
育の推進を試みた。複数の実践授業に基づく実証的研究の結果、小・中学校段階でのイノベーティブ・インテリ
ジェンスの基盤を育成することができた。得られた成果は、雑誌論文43件、学会発表33件、図書18件において公
表された。

研究成果の概要（英文）：This study have constructed a multilateral organization by Takagaki(teaching
 strategy),Nakanaishi(motivation),Shiramizu（collaborative learning）,Tanaka（assessment）,Tazume
(Psychological statistics）,Shimizu(science edcation),　Teramoto(science education),and　research 
collaborators（elementary and junior high school teachers）.This study examined the bridging between
 the cognitive and sociocultural approaches in psychological research.　Accordingly,　a teaching 
strategy of integrating cognitive and sociocultural approaches was designed and developed, which 
applied innovative science edcation.
Additionally, the teaching strategy improved innovative intelligence at elementary and junior high 
school level  during collaborative learning through a practical approach, involving a series of 
science classes. The results obtained have been presented in papers(42 papers),in books(12 books) 
and announced at conferences(57 presentations).

研究分野：教育心理学

キーワード： 動機づけ　教授法　協同学習　科学教育　イノベーティブ・インテリジェンス

  ２版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 近年、科学教育の領域では、PISA では学
術的な知識の体系化が重視されていないた
め、知識基盤社会に求められる学問知識水準
の教育要請には応えられないという批判か
ら、現在の世界的動向は、「コンピテンス
（PISA型学力）」から、学術の体系を加えた、
「イノベーティブ・インテリジェンス（革新
的な科学的知性力）」へと向かっている。 
現在、わが国では、SSH(スーパーサイエン
スハイスクール)を初めとする高等学校以上
のイノベーティブ人材の育成は展開されて
いるが、次世代を担う小・中学校の理科教育
への応用は十分には進んでおらず、科学技術
創造立国の持続は困難になることが危惧さ
れている（科学技術国際交流センター,2014）。 
 一方、これまでの教育心理学の研究動向を
概観すると、20世紀半ば以降の「認知論的ア
プローチ」の立場からは、個人内に閉じられ
た知識構造の解明に焦点が当てられ(例えば、
Hashweh, 1988)、21 世紀以降の「社会文
化論的アプローチ」の立場からは、社会・文
化的諸変数との相互関連に焦点が当てられ
てきた(例えば、Cornelius & Herrenkohl, 
2004)。 
これまでは各々のアプローチにおいて、独
自性を持って学習環境が開発されてきた流
れの中、教育心理学研究の橋頭堡では、「現
時点での重要なテーマは、認知論的アプロー
チと社会文化論的アプローチの知見を統合
的に捉え、知識基盤社会のイノベーションを
基調とした学習環境を開発することである
(Vosniadou,2013)」という議論が脚光を浴び
てきている。しかしながら、現時点では、こ
うした理論的構想を実証的に検討した学習
環境の開発は十分には進んでいない。 
 以上の点を踏まえ、本研究では、教育心理
学研究を基盤として、変化する時代の要請を
多面的に組み込んだ、「認知的／社会的文脈
を統合した学習環境の理論的枠組み」を開発
し、「次世代を担う小・中学生のイノベーテ
ィブ・インテリジェンスの育成」というテー
マに、実証的に取り組む。 
 
２．研究の目的 
 上述した国内外の研究動向を踏まえた上
で、本研究の目的は、わが国の小・中学生の
「イノベーティブ・インテリジェンス（革新
的な科学的知性力）」を育成する学習環境を
開発・実施・評価することである。 
 具体的には、第１に、「認知的文脈と社会
的文脈の統合」という理論的想定を具現化し、
「イノベーティブ・インテリジェンス」を促
進する要因を組み込んだ学習環境を開発す
る。第２に、開発した学習環境の理論的枠組
みに基づき、研究者と実践者が協同して、イ
ノベーティブな小・中学校理科教育のカリキ
ュラムを構築し、授業介入の実証的な検討を
行う。第３に、「協調活動」における個人内・
個人間の互恵的・螺旋的なプロセスの分析を

通して微視的に教授効果を検証する。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、教授法(高垣)、動機づけ(中
西)、理科教育(清水・寺本)、協調学習(白水)、
評価（田中）、心理統計(田爪)という、多角
的な研究組織を構成し、小・中学校の教員の
研究協力者との協議の基に研究を進める。研
究が当初計画どおりに進まない時は、逐次、
研究者と実践者が、プロジェクト会議を開い
て改善点をレビューしながら研究を推進す
る。 
 
４．研究成果 
 第１に、本研究における実証的研究として、
柿沼・高垣・清水(2017)は、イノベーティブ・
インテリジェンス（革新的な科学的知性力）」
を育成する要因を組み込んだ、「認知的／社
会的文脈を統合した学習環境」を検討し、従
来の「断片的な知識を習得する」から、日常
社会における科学事象の背後に流れる単元
を貫く知識と知識を繋ぎ、活用する」への変
化を促す教授方略を開発した。 
 研究対象は、小学校学習指導要領において
誤概念を持ちやすい分野である「水の温まり
方（小学校４年）」を対象に実践授業を実施
した。小学校理科学習指導要領における学年
と単元を貫き、かつ日常社会の経験と結びつ
けたカリキュラムを実践した。その結果、協
調学習の対話を通して、子どもたちは、矛盾
に気づき、認知的葛藤を共有し、概念の再構
築化が促されていくプロセスが見出された。
そこでは、従来の、「音の伝わり方（２年・
５年）」、「空気の振動の伝わり方（２年）」、「自
然対流伝導（４年）」、「熱伝導（６年）」とい
った、「学年と単元に閉じた、知識の蓄積／
科学の枠内にいる捉え方」から、「学年と単
元を貫く、知識の体系化・活用／科学の枠外
に出て考える捉え方」という、深い本質的な
意味での興味をかき立てられる科学への見
方や切り込み方への変化を促すことができ、
小学校段階でのイノベーティブ・インテリジ
ェンスの基盤を獲得できたことが示唆され
た。 
 第２に、本研究の実証的研究として、小
川・高垣・清水(2017)は、上述した、柿沼・
高垣・清水(2017)の研究成果を踏まえ、イノ
ベーティブ・インテリジェンス（革新的な科
学的知性力）」を育成する要因を組み込んだ、
「認知的／社会的文脈を統合した学習環境」
を、動機づけを促す「メタ認知的活動」に着
目して検討した。 
 「メタ認知的活動を促す要因」として、「知
識の蓄積(Learning)」から「知識の体系化・
活用(Study)」という価値への転換を促すエ
ッセンスを導出し、仮説設定及び考察場面に
おいて、メタ認知的活動としての「モニタリ
ング（認知についての気づき・感覚・予想・
点検・評価など）」と「コントロール（認知
についての目標設定・計画・修正など）」を



繰り返し、意識的に自己調整させた。その結
果、メタ認知的モニタリングとメタ認知的コ
ントロールがともに促進され、協調学習の対
話のプロセスにおいて、「観察する・疑問を
持つ・対話する・試す・関連付ける・概念化
する・考え抜く」という、中学校段階でのイ
ノベーティブ・インテリジェンスの基盤を獲
得できたことが示唆された。 
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